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ネスレ日本株式会社との包括連携協定調印式
3月 26日、小谷村役場にて調印式が執り行われました。
協定事項等の詳細は、P4に掲載しております。
（写真　右：ネスレ日本（株）　Eコマース本部  津田部長、左：松本村長）



円
、
率
に
し
て
12

平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
56
・
９
億
円
と
な
り
、

昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
８
億
１
，
０
０
０
万

・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

の
寄
附
に
対
す
る
返
礼
品
の
割
合
を
５
割
か
ら

３
割
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
寄
附
者
の
減
を

見
込
ん
だ
こ
と
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
負
担
金

の
減
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
等
イ
ン
フ

ラ
施
設
や
観
光
施
設
の
維
持
補
修
等
に
手
厚
く

予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

に
は
、
国
・
県
の
補
助
金
事
業
と
し
て
財
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳
　
入

村
税
は
住
民

税
で
個
人
消
費

等
の
地
域
情
勢
か
ら
微
減
を
見
込
み
、

普
通
交
付
税
で
は
交
付
額
の
激
減
緩

和
措
置
等
を
加
味
し
前
年
比
１
億
３
，

４
９
６
万
円
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

国
・
県
補
助
金
は
地
震
災
害
の
災
害
復

旧
事
業
が
終
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

前
年
比
４
億
７
，
７
１
５
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
寄
附
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
返
戻
率
変
更
を
加
味
し

て
前
年
比
１
３
億
３
１
万
円
の
減
、
繰

入
金
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
の

充
当
と
し
て
８
億
４
，
３
７
０
万
円
の

増
と
し
て
い
ま
す
。

歳
　
出

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る

と
、
物
件
費
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
事
業
に
お
け
る
寄
附
者
へ
の
返
礼
品
購
入
等
に

要
す
る
経
費
な
ど
か
ら
前
年
比
６
億
９
，
１
８
８
万

円
、
補
助
費
は
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
な

ど
か
ら
１
億
８
，
２
２
８
万
円
、
積
立
金
は
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
基
金
の
積
立
金
な
ど
か
ら
前
年
比
４
億

７
，
４
３
４
万
円
を
減
額
し
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
神
城
断
層
地
震
発
生
か

ら
４
年
が
経
過
し
災
害
発
生
個
所
の
復
旧
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
皆
減
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
金
を

活
用
し
実
施
す
る
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事
、
村
営

住
宅
建
設
な
ど
か
ら
前
年
比
６
億
６
，
４
９
５
万
円
、

を
増
額
し
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
小
谷
村
に
寄
附
を
い
た
だ
い

た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
基
金
積
立
残
高
は
平

成
29
年
度
末
で
22
億
円
ほ
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
で
は
、
こ
の
う
ち

「
豊
か
な
村
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
産
業
振

興
対
策
・
移
住
対
策
・
生
活
基
盤
改
善
事
業
等
に
７
，

８
８
０
万
円
、「
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
」
と
し
て
健
康
増
進
事
業
・
子
育
て
・
教
育
振
興
事

業
等
に
６
億
２
，
８
７
０
万
円
、「
登
山
道
・
遊
歩
道

及
び
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
に
関
す
る
事
業
」
と
し

て
遊
歩
道
整
備
に
２
５
０
万
円
、「
そ
の
他
村
長
が
推

進
す
る
事
業
」
と
し
て
山
岳
観
光
振
興
対
策
事
業
、

政
60
周
年
記
念
事
業
等
に
２
億
１
，
０
０
０
万
円
の

計
９
億
２
，
０
０
０
万
円
を
財
源
と
し
て
活
用
し
、
地

域
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
活
用
事
業
は
左
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

地方譲与税等

地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金

村　  税

寄　附 金

村　  債

そ の 他

5億1,530万円
（9.1％）

16億6,518万円
（29.3％）

2億2,223万円
（3.9％）

1億4,604万円
（2.6％）

10億76万円
（17.6％）

4億4,730万円
（7.9％）

2億9,317万円
（5.0％）

4,800万円
（0.8％）

公　債　費

土　木　費

農林水産業費

民　生　費

総　務　費

教　育　費

商　工　費

衛　生　費

そ の 他

6億7,200万円
（11.8％）

11億4,764万円
（20.2％）

5億4,316万円
（9.5％）

4億2,552万円
（7.5％）

15億2,841万円
（26.9％）

4億2,649万円
（7.5％）

4億3,177万円
（7.6％）

2億7,602万円
（4.9％）

2億3,899万円
（4.1％）

（構成比）

繰 入 金 13億5,202万円
（23.8％）

歳　　入

（構成比）支　　出

一般会計 
56億 9,000万 円

広報おたり　平成30年４月号 (2)
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平成30年度 ふるさと応援寄附活用事業

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

母子保健及び予防接種事業
医薬材料費　予防接種ワクチン他 1,700
事業委託料 7,400
不妊治療・妊婦契約外医療機関受診補助 900

保健衛生一般経費 診療所医療器機器具購入一式 5,000
おたり５４プロジェクト推進事業 一般財源分 4,300
地域の語り合い事業補助金 事業全般 3,100
地域づくり事業補助金 事業全般 5,000
自然エネルギー活用事業 事業全般 4,500
村内再開発事業 事業全般 30,000
社会福祉施設利用促進事業 健康増進施設送迎バス運行費 1,000
農林業生産基盤整備事業 0.1立米級バックホウ購入 3,500

山村振興対策事業 ちゃんめろ改修・雨飾露天風呂トイレ建設 75,000
設計・施工監理委託料 3,200

商工振興一般経費 商工会小規模事業者指導事業補助金 7,400
起業支援事業補助金 3,000

住宅建設事業 住宅建設事業全般 361,000
消防施設一般経費 防火水槽改修工事 1,200
災害対策一般経費 避難所非常食・毛布等購入 1,900
地域高校対策事業 事業全般 33,500
小谷小学校維持管理一般経費 小谷小学校工事 5,200
教育振興一般経費 教育用パソコン購入費 24,300
小谷中学校維持管理一般経費 小谷中学校工事 28,200
海外交流研修事業 事業全般 6,100
放課後児童クラブ事業 事業全般 1,300
社会体育施設整備管理事業 社会体育施設工事 4,400
共同調理場維持管理一般経費 給食費補助金 800
保育園一般経費 保育園運営費 5,800

小　　計 628,700

豊かな暮らしづくりに関する事業

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額
企画一般経費 総合企画委託料 13,000
小谷村同窓会事業 事業全般 1,000
空き家等利活用対策事業 事業全般 12,000
移住促進事業 小谷ファンミーティング運営費 5,200
加工貯蔵施設整備事業 古美里調査委託等 6,000
観光振興事業 モンベル複合施設構想業務委託 7,000
郷土館運営事業 郷土館茅葺屋根葺き替え工事 28,600
保健体育一般経費 体協ジュニアスキー指導 6,000

小　　計 78,800

豊かな村づくりに関する事業

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額
企画一般経費 中学生ニュージーランド研修 1,800
村政６０周年記念事業 事業全般 21,800
ふるさと応援寄附金事業 事務費等 59,600

栂池自然園管理事業
工事請負費 110,400
自然園木道工事測量設計・監理委託料 2,200
楠川トイレ建築工事監理委託料 2,500

国立公園管理事業 事業全般 11,700
小　　計 210,000

その他村長が推進する事業

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額
林業振興事業 鎌池遊歩道整備工事・委託料 2,500

小　　計 2,500

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

活用額　9億2,000万円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円
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人
　
事
　
異
　
動

人
　
事
　
異
　
動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
　
）
内
は
旧
任

◎
教
育
委
員
会

・
小
谷
村
保
育
園

矢
口
　
亜
希
子

（
白
馬
村
　
し
ろ
う
ま
保
育
園
）

◎
白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ
派
遣

・
高
校
支
援
係

齋
藤
　
利
浩

（
観
光
振
興
課
　
農
林
係
）

新 

規 

採 
用

建設水道課 住民福祉課 住民福祉課

水道係 福祉係（管理栄養士） 住民係

猪又　一光 栁澤　紘美 小林　大悟

異
　
動
　
者

◎
住
民
福
祉
課

・
住
民
係
長

宮
嶋
　
喜
久

（
建
設
水
道
課
　
水
道
係
）

◎
観
光
振
興
課

・
農
林
係
（
農
業
委
員
会
）

相
澤
　
和
之

（
観
光
振
興
課
　
農
林
係
）

・
農
林
係

小
林
　
慶
士

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

◎
建
設
水
道
課

・
建
設
水
道
課
長

北
村
　
和
則

（
特
産
推
進
室
長
）

◎
特
産
推
進
室

・
特
産
推
進
室
長

上
川
　
喜
一

（
建
設
水
道
課
長
）

・
特
産
推
進
係

大
日
方
　
直
樹

　
３
月

日
付
異
動
者
及
び
退
職

職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

派
遣
期
間
終
了
に

伴
う
異
動
者

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◎
長
野
県
か
ら
の
派
遣
研
修

・
県
農
政
部
　
園
芸
畜
産
課

春
原
　
拓
也

（
特
産
推
進
室
　
特
産
推
進
係
）

 
◎
白
馬
村
と
の
人
事
交
流

・
白
馬
村
　
し
ろ
う
ま
保
育
園

阿
部
　
由
夏

（
教
育
委
員
会
　
小
谷
村
保
育
園
）

退

職

職 

員

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

31

・
住
民
福
祉
課
　
住
民
係

千
國
　
恵
里

・
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

横
川
　
明
美

・
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

野
中
　
紅
瑠
美

（
住
民
福
祉
課
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

相
澤
　
恭
介

（
長
野
県
へ
の
派
遣
研
修
）

ネ
ス
レ
日
本
株
式
会
社

と
の
包
括
連
携
協
定

締
結
に
つ
い
て

　
小
谷
村
の
課
題
「
人
口
減
少
」
と

ネ
ス
レ
日
本
の
使
命
「
今
後
１
０

０
年
、
日
本
が
直
面
す
る
課
題
を

解
決
す
る
」
の
方
向
性
が
一
致
し
、

小
谷
村
消
防
団

小
谷
村
消
防
団

新
体
制

新
体
制

　
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
利

　
地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　
都
市
農
村
交
流
に
関
す
る
こ

副団長 副団長 団長

深澤　健悟 深澤　憲夫 片山　真

（２）（１） 活
用
」
と
「
人
の
交
流
」
を
柱
に
、

共
に
連
携
し
て
共
通
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
、
協
定
書
の
連
携

事
項
を
基
に

地
域
社
会
の

活
性
化
を
推

進
し
て
い
き

ま
す
。

　
協
定
内
容

　
と　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
、
健
康
増
進
に
関

す
る
こ
と

　
子
ど
も
の
未
来
に
関
す
る
こ

　
と　

そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ

る
事
項

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

　
電
話
８
２
‐
２
０
０
１

（５） （４） （３）

本
　
部
　
長
　
　
山
本
　
哲
也

救
　
護
　
長
　
　
吉
田
　
英
治

喇
　
叭
　
長
　
　
丸
山
　
和
樹

第
１
分
団
長
　
　
深
澤
　
　
哲

第
２
分
団
長
　
　
宮
島
　
　
剛

第
３
分
団
長
　
　
中
川
　
純
一

第
４
分
団
長
　
　
齋
藤
　
秀
樹

第
５
分
団
長
　
　
洞
地
　
　
賢

広報おたり　平成30年４月号 (4)
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

年
９
月
に
着
任

と
し
て
昨

し
た
石
田
で
す
。

こ
の
度
、「
特
産
推
進
室
の
聞
い
て

み
た
！
」に
続
く
、
新
コ
ー
ナ
ー
の

編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
は
来
号
か
ら
本
格

ス
タ
ー
ト
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
の
予

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

観
光
以
上
、
定
住
未
満
の

『
関
係
人
口
』

　
突
然

『
関
係

で
す
が
、
皆
さ
ん
は

人
口
』
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
定
住
し
た

「
定
住
人
口
」

光

で
も
な
く
、
観

に

「
交
流
人
口
」

来
た

で
も
な
い
、
そ

の
間
。
住
ん
で
い
な
く
て
も
継
続

的
に
特
定
の
地
域
に
関

指
す
言
葉

わ
る
人
を

で
す
。

　

『
関
係
人
口
』、
総
務
省

こ
の

が

平
成

年
度
に
「
関
係
人
口
創
出

事
業
」
と
し
て
２
・
５
億
円
の
予

を
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
地
域

を算
元
気
に
で
き
る
「
第
三
の
人
口
」

と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
わ
り
度
合
い
の
５
ス
テ
ッ
プ

　

『
関
係
人
口
』

こ
の
、

と
い
う
概

念
に
お
い
て
、
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ

て
い
る
著
書
が
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
田
中
輝
美
さ
ん
の
『
関

係
人
口
を
つ
く
る
～
人
口
減
少
地

域
を
救
う
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
関
係
人
口
」
だ
！
～
（
木
楽
舎
）』

で
す
。

　
こ
の
図
は
、
田
中
さ
ん
が
関
わ

り
方
の
度
合
い
を
階
段
状
の

チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
図
の
再
現
で

す
。
私
は
こ
の
図
を
見
た
と
き
、シ

ン
プ
ル
に
整
理
さ
れ
て
い
て
と
て

も
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
　
　
そ
し
て
、
田
中
さ
ん
の
こ

の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で

す
。

―
「
定
住
し
な
く
て
は
地
域

に
関
わ
る
資
格
が
な
い
」
と

い
う
地
域
側
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
人
た
ち
が
呪
文
の
よ

う
に
「
で
、
住
む
の
か
？
」

と
口
に
す
る
気
持
ち
も
理
解

で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
若
者
が
出
て
行
っ
た
地
域

は
、
せ
っ
か
く
育
て
た
若
者

が
い
な
く
な
る
と
い
う
経
験

を
積
み
重
ね
、
傷
つ
い
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
都
会
か
ら

来
た
若
者
が
地
域
を
か
き
回

し
て
去
っ
て
行
っ
た
こ
と
だ
っ
て

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
果
、

「
住
む
」こ
と
が
ど
う
し
て
も
大
き

な
条
件
や
前
提
の
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
、
都
会
の
若
者
は

「
定
住
す
る
か
、
し
な
い
か
」
と
い

う
究
極
の
選
択
で
し
か
地
域
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
は
残
念
す
ぎ
る
！
「
地
域

に
貢
献
し
た
い
」
と
チ
ャ
ン
ス
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
っ
て
い
る
人
は

た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。
そ
の
思

い
は
０
か

か
に
二
分
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、

の
人
も
い
れ

ば
、

の
人
も
い
る
。
そ
う
し
た

関
わ
り
方
を
認
め
な
い
の
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
す
。』

（
ソ
ト
コ
ト
（
木
楽
舎
）

年
２
月
号
よ
り
）

小
谷
村
の
関
係
人
口
に
つ
い

て
考
え
る

　
小
谷
村
に
は
、
毎
年

の
方
が
移
住
し
、

た
く
さ
ん

そ
し
て
、た
く
さ

ん
の
方
が
「
移
住
す
る
」
以
外
の
か

た
ち
で
関
係
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
い
う
仕

事
を
選
ん
だ
私
た
ち
は
、「
拠
点
を

も
つ
」
と
い
う
最
終
段
階
に
至
っ

た
『
小
谷
村
の
関
係
人
口
』の
事
例

50

の
ひ
と
つ
で
す
。

100

15

　
そ
こ
で
新
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平

成

年
度
以
降
に
着
任

域
お
こ
し
協
力
隊
」
新
メ
ン
バ
ー

を
、

『
関
わ
り
度
合

こ
の

に
着
目

い
の
５

テ
ッ
プ
』

し
て
紹
介

て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
谷
村

し
た
「
地ス

さ
せ

の
関

係
人
口

事
例

考
に
な
れ
ば
幸

参
考
文
献

『
関
係
人
口

『

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の

と
し
て
読
者
の
皆
さ
ま
の
参

い
で
す
。

'18

を
つ
く
る

(5) 広報おたり　平成30年４月号

田
中
輝
美
（
木
楽
舎
）』

'18

ソ
ト
コ
ト 

年
２
月
号
（
木
楽
舎
）』

29



今
回
の
テ
ー
マ
は
「
乳
幼
児
の
歯
の
健
康
」
で
す
。

◎
『
乳
歯
』
に
つ
い
て

乳
歯
は
人
間
に
と
っ
て
の
最

初
の
歯
。
生
後
半
年
く
ら
い
か
ら

少
し
ず
つ
歯
ぐ
き
か
ら
頭
を
出

し
は
じ
め
、
３
歳
頃
に
は
20

本
全
て
の
歯
が
生
え
揃
い

ま
す
。

　
乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ

て
、
酸
に
弱
く
、
ま
た
エ
ナ

メ
ル
質
が
う
す
く
、
や
わ
ら

か
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
歯
質
が
弱
い
た
め
虫

歯
の
進
行
が
早
く
、
早
期
発

見
・
予
防
が
肝
心
で
す
。

◎
小
谷
の
子
ど
も
に
は

虫
歯
が
多
い
…
？

下
の
グ
ラ
フ
は
３
歳
で

う
蝕
（
虫
歯
）
が
な
い
幼
児

の
推
移
（
長
野
県
・
全
国
と

の
比
較
）
で
す
。
長
野
県
や

全
国
で
は
う
蝕
が
な
い
３

歳
児
が
増
加
傾
向
（
改
善
傾

向
）
に
あ
る
一
方
、
小
谷
村

は
こ
こ
数
年
悪
化
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

３歳でう蝕がない児の割合の推移

小
谷
村
は
子
ど
も
の
数
が
少
な

い
の
で
、
１
人
あ
た
り
の
占
め
る

割
合
が
大
き
く
な
る
の
で
す
が
、

５
年
間
の
ま
と
め
た
数
字
で
み

て
も
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
の
５
年
間
で
は

・
76

０
％
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成

年
度
か
ら
平
成

年
度
の
５
年
間
で
は

・
74

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
や
長
野
県
と
比
較
し

て
数
値
が
悪
い
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
要
因
と
し
て
、
甘

い
物
の
摂
り
過
ぎ
や
頻

回
の
お
や
つ
摂
取
（
欲
し

が
る
時
に
い
つ
で
も
あ

げ
る
）
、
食
事
時
間
が
長

い
（
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
）
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

お菓子と飲み物の中の糖の量は？

飲み物・お菓子の種類　と　その中の糖の割合　(％) 食べる量 糖　量

イオン飲料
スポーツドリンク

ポカリスエット
アクエリアス
ゲータレード　他

乳幼児向けイオン飲料

5～7％

3.5～5.5%

100cc

100cc

×

×

0.05～
0.07

0.035～
0.055

5 ｇ

3.5 ～ 5.5 ｇ

のむヨーグルト ヨーグルトの中の
砂糖の割合 12% 100ml × 0.12 12 ｇ

調整豆乳　 3～4% 100cc × 0.03～
0.04

3 ｇ
(1 パック 6 ｇ )

◎
１
日
に
摂
る
砂
糖
の

目
安
量
は
…
？

右
下
の
表
は
飲
み
物

や
お
菓
子
に
含
ま
れ
る

砂
糖
の
目
安
量
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。「
脱
水
予
防
に

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ

て
い
る
」「（
ヤ
ク
ル
ト
な
ど
）
乳

酸
飲
料
は
か
ら
だ
に
い
い
か
ら

毎
日
１
本
は
飲
ま
せ
て
い
る
」
な

ど
の
声
を
時
々
聞
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
右
の
表
を
み
て
貰
う

と
、
１
日
に
必
要
以
上
の
砂
糖
を

摂
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
歯

を
守
る
た
め
に
も
、
気
を
付
け
た

い
も
の
で
す
。

歯
の
時
か
ら
気
を
付
け
て
お
く

◎
乳
歯
は
と
て
も
大
切
で
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

乳
歯
に
虫
歯
を
見
つ
け
て
も

　
自
分
で
歯
を
守
る
こ
と
が
で

「
い
ず
れ
生
え
か
わ
る
か
ら
…
」

き
な
い
子
ど
も
に
代
わ
っ
て
、
周

と
放
置
し
て
し
ま
っ
て
い
る
親

囲
の
大
人
（
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

御
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ん
の
ほ
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

し
か
し
そ
れ
は
間
違
い
で
、
乳
歯

じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど
も
）
が
し
っ
か

の
健
康
状
態
は
、
永
久
歯
の
健
康

り
と
子
ど
も
の
歯
を
守
っ
て
あ

状
態
を
左
右
し
、
ま
た
乳
歯
に
は

げ
ま
し
ょ
う
！

永
久
歯
を
正
し
い
位
置
に
導
く

住
民
福
祉
課
福
祉
係

と
い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
。
健
全

な
永
久
歯
に
す
る
た
め
に
は
、
乳

☎
８
２
‐
２
５
８
２

24

28

豆乳飲料 コーヒー味
× 0.07～ 7 ｇフルーツ味 7～9% 100cc 0.09 （1 パック 14 ｇ）野菜ミックス

清涼飲料　天然果汁 自家製の果汁も 12% 100cc × 0.12 12 ｇ
ヤクルト乳酸飲料 13% 65cc × 0.13 8 ｇビックル　他"
※無糖の糖分の量は 0.07～ヨーグルト 約7～9% 80g × 5.6 ｇ100g当たり0.5g未満 0.09

ゼリー、プリン 約15％ 80g × 0.15 12 ｇ
たまごボーロ 約40% 16g × 0.4 6.4 ｇ
赤ちゃん用ビスケット 3枚 約20% 10g × 0.2 2 ｇ

参考として　缶やビンの大きさと入っている量の目安
大人 20ｇ

（正常な人) 以下
10ヵ月 ３ｇ以下
１～２歳 ５ｇ以下
３～５歳 10ｇ以下
６～８歳　　　 15ｇ以下

参考：子どもノート（保健活動を考える自主的研究会）

広報おたり　平成30年４月号 (6)

目
　
安
　
量



（４）（３）（２） （１） （４） （３）（２） （１） 産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
産
後
ケ
ア

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
産
後
ケ

ア
事
業
は
、
出
産
後
の
身
体
の
回

復
や
育
児
に
不
安
が
あ
る
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
医
療
機
関
等
に

宿
泊
し
、
授
乳
指
導
や
育
児
相
談

等
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
す
。

■
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

下
記
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

　
出
産
後
の
身
体
の
回
復
に
つ

い
て
不
安
が
あ
り
、
保
健
指
導

が
必
要
な
方

　
育
児
の
不
安
が
あ
る
方

　
産
後
の
経
過
に
応
じ
た
休
養

が
必
要
な
方

　
ご
家
族
な
ど
か
ら
育
児
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
方

■
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
母
体
の
健
康
管
理
や
生
活
面

の
指
導

　
乳
房
管
理

　
沐
浴
、
授
乳
等
育
児
指
導

　
そ
の
他
、
母
子
の
健
康
保
持

に
必
要
な
保
健
指
導

■
利
用
で
き
る
期
間

　
７
日
間
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。（
お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の

状
況
に
よ
り
、
特
に
必
要
が
あ
る

場
合
に
は

日
ま
で
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

■
利
用
料
金

　
利
用
者
負
担
額：

事
業
の
利
用

料
の
２
割

※
衣
類
等
の
洗
濯
料
ま
た
は
賃
借

料
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
及
び
お

む
つ
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

■
利
用
方
法 14

　
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
等
で
利

用
が
可
能
で
す
（
利
用
の
際
に
は

医
師
ま
た
は
助
産
師
か
ら
の
意
見

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。
利
用
手

続
き
な
ど
、
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係

☎
８
２
‐
２
５
８
２

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

　
今
年
度
は
、
初
め
て
申
請
さ
れ

る
方
の
他
、
以
前
申
請
さ
れ
た
方

の
２
回
目
の
申
請
も
受
け
付
け

ま
す
。

　
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
と
、
２

回
目
の
申
請
を
さ
れ
る
方
の
応

募
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　

〈
初
め
て
の
方
〉

　
平
成

年
４
月
９
日
（
月
）
～

　
平
成

年
６
月

日
（
金
）

〈
２
回
目
の
方
〉

　
平
成

年
５
月

日
（
月
）
～

　
平
成

年
６
月

日
（
金
）

30 30 30 30

29 14 29

■
補
助
対
象

①
個
人
住
宅
の
増
改
築
・
修
繕
・

模
様
替
え
・
設
備
改
善
工
事
等

②
対
象
工
事
が

万
円
以
上
で

あ
る
こ
と

■
補
助
金
額
　

万
円
以
上
の

工
事
で
工
事
費
の
１
／
３
補

助
、
最
高
限
度
額

万
円

■
補
助
条
件

①
村
内
に
住
民
登
録
・
法
人
登
録

さ
れ
て
い
る
方

②
小
谷
村
内
に
本
社
ま
た
は
営

業
所
が
あ
る
住
宅
関
連
業
者

（
個
人
事
業
者
も
含
む
）
に
依

頼
す
る
こ
と

20 20

10

③
平
成

年
３
月
末
ま
で
に
工

事
が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支

払
い
が
で
き
る
こ
と

■
そ
の
他
　
　

・
補
助
金
の
交
付
は
同
一
年
度
内

に
１
回
限
り
で
す
。

・
予
算
限
度
に
到
達
し
た
場
合
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
の
提
出
を
も
っ
て
受
付

と
し
ま
す
。
お
電
話
等
で
の
予

約
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
振
興
課
観
光
商
工
係

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
５

住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
交
付
の
際
は
本
人
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
！

　
住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
を
第
三
者
が
不
正

取
得
す
る
こ
と
や
、
虚
偽
の
異
動
届
の
提
出
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
顔
写
真
入
り
の
も
の
は
１
点
、
そ
の
他
の
証
明
書
は

２
点
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
不
正
取
得
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
法
整
備

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

請
求
者
と
は
、
窓
口
に
来
た
方
及
び
、
委
任
状
を
持
参
し

た
代
理
人
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交

付
の
際
は
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
８
２
‐
２
５
８
１
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体
育
施
設
の
利
用
予
約
に
つ
い
て

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
、
新
年

・
来
馬
河
原
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

3031

度
の
体
育
施
設
の
予
約
受
付
を
開

・
小
谷
小
学
校
体
育
館

始
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
込
用

・
小
谷
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
小

・
小
谷
中
学
校
体
育
館

30
30

谷
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま

・
中
土
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
や
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は

つ
ば
き

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
予
約
が

■
利
用
料
金

重
複
し
た
場
合
は
双
方
で
調
整
し

教
育
委
員
会
（
公
民
館
）
へ
お
問

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
を
し
て
い
て
も
学
校
行

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
７

事
、
村
行
事
が
あ
る
場
合
は
そ
ち
ら

■
夏
期
合
宿
の
予
約
に
つ
い
て

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

例
年
、
学
校
体
育
施
設
に
つ
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

は
、
小
中
学
校
の
行
事
・
ク
ラ
ブ
活

■
受
付
開
始

動
を
優
先
し
て
調
整
を
と
ら
せ
て

平
成

年
４
月
９
日
（
月
）
～

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
予
約
の
確

■
利
用
施
設

定
は
六
月
以
降
に
な
り
ま
す
の
で

・
千
国
崎
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

企
業
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

「
大
北
地
域
企
業
説
明
会
＆
大
北
の
企
業
を
知
ろ
う
！
」

　
大
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
次

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

の
と
お
り
企
業
説
明
会
を
開
催
し

■
内
容

ま
す
。

＊
参
加
企
業
の
個
別
ブ
ー
ス
に
て

■
日
時
　
５
月
２
日
（
水
）

事
業
所
情
報
の
説
明

午
後
１
時

分
～
４
時

＊
高
校
３
年
生
を
対
象
に
就
職
ガ

■
場
所
　
大
町
市
　
ア
プ
ロ
ー
ド

イ
ダ
ン
ス

■
参
加
企
業
　
約

社
（
予
定
）

＊
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就

■
対
象
者

職
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
市
町
村
担
当

＊
平
成

年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

者
に
よ
る
移
住
相
談
コ
ー
ナ
ー

専
門
学
校
等
卒
業
予
定
者

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

大
町
公
共
職
業
安
定
所

＊
平
成

年
３
月
に
高
校
卒
業
予
定
者

電
話
２
２
‐
０
３
４
０

小
谷
村
高
等
学
校
等
子
育
て
応
援
助
成
金
制
度
の
お
知
ら
せ

　
平
成

年
度
か
ら
高
等
学
校
等

■
対
象
期
間

〔

月
〕　
保
護
者
口
座
へ
助
成
金

に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者

高
等
学
校
等
在
学
３
年
以
内

を
交
付
し
ま
す
。

に
対
し
子
育
て
応
援
助
成
金
を
交

■
助
成
金
額
　
年
額
３
万
円

※
高
等
学
校
へ
在
学
中
の
３
年
間

付
し
ま
す
。

■
交
付
ま
で
の
流
れ

は
毎
年
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

〔
９
月
〕　
保
護
者
へ
通
知
を
発
送

す
。

■
対
象
者

し
ま
す
。

小
谷
中
学
校
又
は
安
曇
養
護
学

〔

月
〕
　
保
護
者
は
申
請
書
を
提

■
お
問
い
合
わ
せ
先

校
中
等
部
を
卒
業
し
高
等
学
校
等

出
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

に
在
学
し
て
い
る
保
護
者
（
村
内
に

＊

月
１
日
現
在
の
在
学
証
明
書

電
話
８
２
‐
３
９
８
１

保
護
者
の
住
所
を
有
す
る
こ
と
。）

の
添
付
が
必
要
で
す
。

平
成

年
度
　
小
谷
村
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等

を
有
す
る
者
。

さ
れ
て
い
る
者
。

学
校
以
上
の
学
生
を
対
象
に
奨
学

・
成
績
が
良
好
で
健
康
で
あ
る
者
。

・
日
本
以
外
の
国
が
設
置
す
る
高

金
貸
付
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難

校
、
大
学
等
に
進
学
又
は
在
学
す

す
。
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
方

と
認
め
ら
れ
る
者
。

る
者
。

は
小
谷
村
教
育
委
員
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

■
そ
の
他

　
平
成

年
３
月

日
（
月
）
か
ら

・
小
谷
村
教
育
委
員
会
の
貸
与
者

■
対
象
者

　
平
成

年
４
月

日
（
金
）

決
定
結
果
に
つ
い
て
の
異
議
申

・
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学
校

※
教
育
委
員
会
で
受
付
し
て
く
だ

し
立
て
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

3030
に
進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

さ
い
。
そ
の
際
申
請
書
類
を
お
渡

・
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１
回

・
短
期
大
学
、
修
業
年
限
２
年
以
上

し
し
ま
す
。

目
の
貸
与
は
７
月
末
を
予
定
し

の
法
令
に
基
づ
く
各
種
養
成
施

■
申
請
書
提
出
期
間

て
い
ま
す
。

設
及
び
専
修
学
校
に
進
学
又
は

　
平
成

年
６
月
１
日
（
金
）
か
ら

・
卒
業
後
、
小
谷
村
内
に
住
所
を
有

在
学
す
る
者
。

日
（
金
）（
必
要
事
項
を
記
入
し
、

す
る
な
ど
一
定
条
件
に
該
当
す

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
大

添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

る
方
に
は
奨
学
金
償
還
の
減
免

学
に
進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

だ
さ
い
。）

制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
与
の
要
件

■
貸
与
で
き
な
い
方

■
お
問
い
合
わ
せ

・
小
谷
村
に
居
住
し
て
い
る
者
。
も

・ 15
10 10

日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
他

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

し
く
は
小
谷
村
に
生
活
の
根
拠

の
制
度
に
よ
る
奨
学
金
を
貸
与

電
話
８
２
‐
３
９
８
１

30 30 30

27 26
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■
任
期
　
平
成

平
成
33 30

■
推
薦
公
募
期
間

　
平
成

　
４
月
27 30

小
谷
村
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の

推
進
委
員
と
の
兼
職
が
禁
止
さ

改
正
に
よ
り
、
小
谷
村
農
業
委
員

れ
て
い
る
職
に
な
い
者

会
で
は
農
地
等
利
用
の
最
適
化
推

■
担
当
区
域

進
に
取
組
む
た
め
、
農
地
利
用
最

地
区
名
　〔
募
集
人
数
〕

適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

大
字
千
国
及
び
大
字
中
小
谷

〔
１
人
〕

■
募
集
人
数
　
２
名年

５
月

年
５
月
19 20

日
～

日

年
４
月
２
日
（
月
）
～

日
（
金
）

■
業
務
内
容

・
地
域
に
お
い
て
各
担
当
農
業
委

員
と
連
携
し
、
農
地
等
利
用
の

最
適
化
推
進
に
向
け
た
活
動

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ

応
募
で
き
る
方

・
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
者

・
破
産
、
禁
固
刑
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
え
て
い

な
い
、
ま
た
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
者
は
不
可

・
小
谷
村
職
員
で
な
い
者

・
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し

て
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
者

・
法
令
に
よ
り
農
地
利
用
最
適
化

　
大
字
中
土
及
び
大
字
北
小
谷

〔
１
人
〕

◆
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
ど
の
よ
う
な
業
務
を
す
る

の
か
？

　
担
当

Ａ

す
る
地
域
で
の
農
地
の

有
効
利
用
の
た
め
の
活
動
が
主

と
な
り
ま
す
。

・
地
域
の
農
業
の
担
い
手
（
認
定

農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
）
へ

の
農
地
の
集
約
化

・
担
い
手
へ
の
集
約
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
と
解
消

・
新
た
に
就
農
を
検
討
し
て
い
る

者
や
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

（
助
言
や
指
導
、
各
関
係
機
関
と

の
架
け
橋
役
）

　
応
募

Ｑ
２
　
応
募
方
法
は
？

Ａ

は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

①
「
他
者
推
薦
に
よ
る
応
募
」

→
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織
す
る

団
体
（
集
落
営
農
組
織
や
農
協

な
ど
）
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て

応
募
す
る

※
但
し
、
推
薦
を
す
る
農
業
者
や

団
体
は
、
推
進
委
員
と
し
て
応

募
す
る
者
が
担
当
を
希
望
す
る

地
域
に
お
け
る
農
業
者
や
団
体

と
な
り
ま
す
。

②
「
自
己
に
よ
る
応
募
」

→
自
ら
推
進
委
員
と
し
て
応
募
を

し
ま
す
。

尚
、
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は

農
業
委
員
会
に
て
選
考
を
行
い
ま

す
。

Ｑ
３
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
の
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
職
と
は
？

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

Ａ
は
農
業
委
員
と
同
様
に
地
方
公

務
員
特
別
職
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

職
が
あ
り
ま
す
。
具
体
例
と
し

て
、
市
町
村
教
育
委
員
や
選
挙

管
理
委
員
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８

■
次
回
の
開
会
予
定

４
月
25
日
（
水
）

午
後
４
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

今
月
の
納
税

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
４
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
25
日
の

定
期
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
５
月
10
日
に
再
振
替
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税
　
目

固
定
資
産
税

期
　
別

第
１
期

納
期
限

５
月
１
日
（
火
）
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